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For education with computぽ， a support system wi出 X-Windowon Unix 

workstation is cons仕uctedto enable bo白 teach町sand students to do e伍cientlya 

lot of works such as reporting， bulletining， mailing， and checking student's 

attendance. The use of OSF/Motif in cons凶 ctingGUI (Graphical User Intぽface)

is intended ωenable users to make mouse opぽationeasy. This system has a 

good security， because of constructing the system as set-user-ID program. 

Kの， JJ匂zぜs: Education wi出 Computer，OSF/Motif， Easy Operation， Good Security 

1 はじめに
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現在、福井大学工学部情報工学科では 1台の UllIXプロセッシング・サーノ"(DEC AllpllλServer82ω 

5/30ο， 6qm)と12台の Ullixワークステーション (DECAlpllλ 白川iOll250 4/266)、および 105台の
X-Willdοw端末によって NFS N etworkを形成した教育用電子計算機システムが有り、計算機言語など

の演習授業を中心に利用されているo

大学の情報系学科の教育課程で、計算機言語及びプログラミング技術の習得は、基礎的かつ重要な位

置を占めており、講義のみではなく、実際に計算機を用いた演習を行なう事によって、その理解をより

確かなものにする。その場合、教官の課題・掲示や学生のレポートは「紙jを使用する事がほとんどで

ある。特に学生のレポートが「紙jである事に問題がある。学生がソースプログラムなどを一度プリン

ターで出力し、レポート用紙などに貼って提出しなければならないだけでなく、提出されたレポートの

本工学研究科情報工学専攻料工学部情報工学科



266 

プログラムが'夫|緊にコンパイルできるか、実行できるか、課題にiJーミす到Jきをするかう?を教官が雌かめる

引を非常に凶難にしている。また教官が学生の成績を員、FfIl日する1-.で重要な 111¥欠状況jを調べるにも、
111欠の記録などに教官、学生双方とも手間とH与問がかかっている。

このような事を解消するために、当学科の教育JJJ計算機を利用する授業を対象に、授業の運営に伴う

作業の省略化、マウスによる簡単な操作、ペーパーレス化、授業の運営を支援する豊富な機能の実装な

どを目的として I専門教育支援システムjの開発を行なった。
本システムは「教官用システムjと[学生用システムjの2つのシステムに分かれるが、本論文では、

第2章でシステムのデータ構造及び各機能の概要とシステムの特徴について述べ、第 3章で「教官用シス

テム」、第4章で「学生用システムjについてその使用方法等を詳述する。

2 本システムの概要

本システムは「教官用システムjと I学生用システムjの2つのシステムから構築されており、両シ
ステムともそれぞれ複数の授業の管理を行なう事が出来る。以下にデータのディレクトリ構造、両シス

テムが実現している機能や特徴を挙げる。

2.1 システム管理用共通データ

図 1:システム管理用データのディレクトリ構造

2.2 教官用データ

図 2:教官用データのディレクトリ構造

. 

. . . . . . 
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2.3 学生用データ

学生川ファイル

図 3:学生用データのディレクトリ構造

fTABLEDIRJ fSTAFFDIRJ fSTUDENTDIRJともに、本システムのオーナーのみがア
クセス権を持つディレクトリである。

2.4 教官用システム

教官用システムは、以下に示す 7つの機能から成っている。

1受講登録機能 3出欠席管理機能

・新規授業登録 ・出欠記録

・学生追加登録 ・出欠状況確認

・登録学生削除

・登録授業削除

2 レポート処理機能

・レポート課題提示

・提出レポート評価

・提出状況確認

2.5 学生用システム

4掲示板処理機能

・掲示をする

5個人メール機能

・メール送信

・メール受信

学生用システムは、以下に示す4つの機能から成っている。

1レポート処理機能 3個人メール機能

・レポート提出 ・メール送信

・過去提出レポート確認 ・メール受信

2掲示板参照機能 4ヘルプ機能

・掲示板を見る ・各機能の使用案内

2.6 システムの特徴

両システム全体の特徴として以下の事項が挙げられる。

6成績評価機能

・Joc績を付ける

7ヘルプ機能

・各機能の使用案内

• X-Willdοw ()SF /Motifを用いているので、ユーザはマウスによる簡単な操作が可能
・パラメータ .~en，<;iti'/Je を用いた事による、誤操作・誤動作の軽減

・誤操作に対応したメッセージダイアログの豊富さ

• set-IlSel・-IDプログラムの導入による、データファイル格納ディレクトリへの外部からの侵入防止
(図 1、図2、図 3の各ディレクトリは、本システムを利用する以外アクセス出来ない)
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3 教官用システム

教官が本システムを起動すると図 Jに示す初期jウインドウがポ yプアップされる O

受講登諒レポート処理出欠席管理掲示板処理個人メール成績終了 ヘルプ j

対象授業名 i 

j情報工学演習A第一 ;情報主主事習会第一 r~I 
i1.-:1ゾ 1"'----- -1 I一t=:>-でープ : 必修工単位 H 
M&::a:-'iE===軍..・E・ 畳 前期、 l年次、水曜日、3限目、事HF函竜平戸宇一-・E ・-11'1 韻争k~48~小唱 u 、 u 世口 、 円 H Il 
情報工学演習A第八 H 蓮宗謀童話~3{回 H Il 

掲示数:1個
提出レポート数:6通
受信メール数:2通

情報工学演習A第八
選択工単位
前期、3年ど
登録学生:60名
提示課題数:1個
掲示数:1個
提出レポート数:なし
受信メール数:なし

図 4:教官用システムのメインウインドウ

各機能はメインウインドウ最上段のメニューパーの各項目から選択する事で、各ウインドウがポップ

アップし使用可能になる。但し、 「受講登録(そのうちの新規登録)J r終了Jrヘルプjを除 く各機
能を使用する時は、授業登録が済んでいる場合にはあらかじめ対象授業名を選択しておかなければなら

ない。対象授業名の選択は、左側の授業名一覧リストから目的の授業名をマウスクリック(シングルク

リック、以降マウスクリックは全てシングルクリック)する事で行なう 。もし、この操作を行わずに「受

講登録(そのうちの新規登録以外)J rレポー ト処理Jr出欠席管理Jr掲示板処理Jr個人メールj
「成績Jの各機能を動作させようしてもウィジェットの間llsiti開パラメータがFal同となっているため、
誤操作、誤動作の可能性はない。これはメインウインドウだけに限らず全ての機能で行なっている。ま

た、誤操作防止のためにエラーダイアログを使用している部分もある。

3.1 受講登録

3.1.1 新規登録

新規登録機能は、新規に授業の登録を行なう。メインウインドウの「受講登録jをクリアクし、プル

ダウンメニューの中から「新規登録Jを選択する事により、図 5'こ示すウインドウがポップアップされ

る。

新規に授業を登録するには次の手順で行なう O 左側の全授業名一覧表示リス トより、 登録を行なう授

業をマウスク リックで選択し、右側のエリアで対象授業の学期、対象学年、曜日、授業時間、登録方法

を選択し、最後に「完了jボタンをク リックする。 r完了jボタンをクリックすると確認ウインドウが
ポップアァプし、入力に誤りがあった場合には「再入力jボタンを押して正しい入力をし直せば良し、。

入力に誤りが無い場合には rOKJボタンを押す事で授業に関する情報の入力は終了する。
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情報工学演習A第一

〈下工年次 .2年次 七 3年次 ../4年次

ゴ ザ日 会月 心火〈水......'7¥'¥ <...金 会 土

¥ノ l限目 ¥..=-2限目 /..3限目 心4限目 ¥..=-5限目

;議

r 心全員登録 U一部登録|〈 前半登録1 1~半登録

期後期前削

奇数登録 v 偶数登録

前半の最後? → 45 

図 S:新規登録ウインドウ

確認する事が可能になっている。必要がなけれ

ば「学生削除Jで削除する事カilH来る。但し、
一度削除すると「学生追加jによ っては追加登

録は出来ないので注意が必要である。

受講登録機能では「新規登録Jの他に、 「学
生追加Jで登録済の授業に対して、新たに任意

の学生を追加登録し、 「学生削除Jで登録済の
授業に対して、任意の登録学生を削除する事が

出来る。また、必要の無くなった授業は「ほ業

消去jで削除出来る。削除付象 (学生、授業)

に関するデータは全て削除される。

従業に関する情報の登録に続いて、過年度生の笠録、受講しない学生の削除の各ウインドウで登録学

生を決定する。但し、 一部登録の場合には以下のように若干手!IIITが異なる。

・一部登録以外の場合

1.対象学年の登録方法に対応する学生の自動登録

2.対象授業を受講する過年度生(再受講生)の張録

3.対象学年の学生のっち、受講しない学生の削除

-一部登録の場合

1.対象学年の学生のうち、受講する学生の登録

2.対象授業を受講する過年度生(再受講生)の登録

の順に登録作業を進める。以上の全てが終了すれば授業登録は完了し、メインウインドウ(図 4)の左

側の登録授業名表示リストに追加表示され、各機能が利用可能になる。

教官自身も学生モニタ一月1として、登録学生の最後に自動追加登録される(図 6) 0 これにより、教'氏
自身も学生用システムを起動させて、学生の立場からレポー ト提出な どが花しく処理されたかどうかを
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3.2 レポート処理

3.2.1 レポート課題提示

レポート課題提示機能は、当該授業の全受講者に対してレポート課題を提示し、締切日までにレポー

トの提出の要求を行なう O メインウインドウの「レポート処理jをクリックし、プルダウンメニューの

1_11から「課題提示jを選択する事により、図 7に示すウインドウがポ yプアップされるの

情報工学演習A第一

切日入力 11~~8;()8;3i]

program to add from 1 to 100 by C. 

図 7:課題提示ウインドウ

提示したいファイルを右上段のカレントディレクトリ内ファイル一覧表示リストからマウスクリック

で選択してファイル内容を左側のテキストに表示し、提示する課題内容を確認し、締切日を表示形式に

従って適宜変更する。最後に「課題決定jボタンを押して完了となる。レポート課題の数に制限はない。

右下段のリストには提示済の課題ファイル名が番号付きで表示され、選択すると、その内容を確かめ

る事が可能である。また、必要の無い課題を「課題取消jボタンで取消する事も出来る O

3.2.2 提出レポート評価

提出レポート評価機能は、学生から提出されたレポー トファイルの内容を確認し、締切日と提出日を

比較し、コンパイルし、実行して評価を行なう O メインウインドウの「レポー ト処理jをクリ ックし、

プルダウンメニューの中から「レポー ト評価jを選択する事により、図 8に示すウインドウがポ yプア y

プされる。但し、誰も提出していない場合はポップアップせず、その旨を示すダイアログが現れる O

右上のリストに課題一覧、右中のリストに選択課題への提出レポート 一覧(提出者のログイン名と本

名と点数)が表示される O それぞれマウスクリックで選択すると、その課題の提示日・締切日・内容、

その提出レポートの提出日・最終書込日・ファイル名・内容・点数が確認出来る。提出日時欄(図 8の中

上方)の右側のO印は締切日時に間に合ったかどうかを示している O
右下のリスト(図 9に拡大表示)からコンパイルなどを行なっコマンドを選択し(コマンドラインテ

キストに実行コマンドが表示される O 直接入力する事も出来るため自由にオプションなどを付ける事も

可能。)、そしてコマンド実行ボタンを押すと、図 10に示すようなれ臼川が立ち上がり、 ktC1'111上で

コマンド実行を行ない、エラーや実行結果を表示する。実行終了した後はリターン入力で kte1'11lを閉じ

る。 kte1'11lを立ち上げる事で、キーボードからの入力を必要とするレポー トの実行が可能になっている。



;情報工学演習A第一

課題名 F.~~~~t~ï ... [i99B/OB/31 
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締切

コマンド実行

認i附 “………….“…….“….“………….“……..……..… -一R厄ep丙己玩己匝iι1五i
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図a:コマンドリスト

図 8:レポー ト評価ウインドウ

側滋袋線離轍鱗錨轍離臨甑鱗議議議綴鑓j
rror: repl_却413.c. l.lne 4: 1n ttus statemenじら..is oot dec1ar凶
for(n=l， sun=O;n(=l 

cc: Error: 
for(n=l， s 

iリターン]

図 10:コマンド実行ウインドウ
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111し、 G1・t・J>.Djit・のどつのコマンド (L)(][)参!!({)、は kfl'1"111は止:ち 1-ーげずにコマンドラインテキスト
ドのスクロールテキストに実行結県が衣ぶされるけこれらは不i1~レポートのチーL ツクをするコマンドで

ある口

• Gapコマンド
Grepコマンドは、選択している課題に提出された全ての提出レポートに対して、パターン検索 (j並

常の grepコマンドを実行)を行なう。

• Diffコマンド
Diffコマンドは、処理対象としている提出レポートと選択している課題に提出されたその他の提出

レポートとの間で、ファイル内容の比較(通常の diffコマンドを実行)を行ない、その比較結果の

行数、ワード数、文字数、行数の割合(処理対象レポートファイルの行数に対する比較結果の行数

の割合)を割合の小さい順にソーティングして表示する。しかし、 Diwu:yファイルと解釈された

レポートは比較対象から省いている。

行数の割合が小さいほど比較した二つのファイルの内容は似ていると推測される O 行数の割合がO

%の場合は全く同ーのファイル内容である事がわかる。

但し、選択している課題に提出された提出レポートの総数が30通より多い場合には比較結果の行

数の割合が小さい30個の比較結果のみを表示する。

レポートが不正であると決定した時は、レポート評価ウインドウ(図 8) の右上にある「不正扱いj

ボタンを押す事で、そのレポートは不正レポート扱いとなり、最終書込日時欄(図 8の中上方)の右側に

×印が付加される o r不正取消Jボタンを押す事で、その不正レポートの不正扱いを取り消す。他人の
ファイルを提出した場合は、始めから不正レポート扱いになっており、不正取消は出来なし、。

ソースプログラムの内容、コマンド実行結果、提出日時などを参考にして、採点欄(図 8の右上方)に

レポートの評価を点数 (ο~ 1οο)で入力する。入力すると、右側の提出レポート表示リストの名前の後

ろにその点数が付加される O 点数を消去したい時は、負の数値を入力する D

「レポート処理jのフ.ルダウンメニューの中の「提出状況確認j機能で提出レポートの一覧(提出状

況・得点状況)を参照でき、不正扱いにした提出レポートには×印が付いている。

図8の右上(図 11に拡大表示)にあるトグルボタン

のいずれかを選択する(一つを選択状態にすると残り i学生へのフィードパック
は非選択状態になる)事で学生にレポートの評価情報

を知らせる事が出来るフィードバック機能がある。教

官自身が課題ごとに知らせる程度を決定し、知らせる

情報の程度は rOxJ r優良可Jr.点数Jr知らせな
し、jの4つ用意されている。デフォルトは「知らせな

しづになっている。フィードパックされた状態(学生

側)は 4.1.2節の図 23を参照。

その他に用意されているコマンドを一部挙げる。

v伊しない OOX 
A 優良可〉点数

図 11:学生へのフィードパック

.R.M 提出されたレポートを削除する。そして、削除した事を知らせるメールを送信する O

. CP 提出されたレポートを教官自身の所有ファイルとして保存する。

• CC-l1111 Cコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう O

• fC-l1111 : FORTHANコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう 0

・仰'x-dvi: LATEXコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう。

. xll)]) テキストファイルや PSファイル、 DVIファイル等の印刷イメージのプレビュー・印刷を

行なう O

現在は当学科川に設定されており、移植する時には変更を必要とするコマンドも存在する。



3.3 出欠席管理

3.3.1 出欠記録
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出欠記録機能は、授業での出欠の I~] 動記録を行なう。メインウインドウの r11¥欠席管理jをクリック

し、プルダウンメニューの中から rlH欠記録jを選択する事により、図 12に示すウインドウがポップアッ
プされる。

情報工学演習A第一 旦竺竺~ へル三j
出欠を取る日付 出欠を取らない日付 日付と時閣を入れてください

22;::;i;:12;;12:::鉛ZjZ1222212I25i08/2415:00 
OS/27 : 1312: 1334: 1356:・:1:i !05/20 :1312:1334:1356: d.' 1: l: ~唱。6/10:1312:1334:1356:・1:t !06/'ω:1312:1334:1356: d.: 1: ~ 
06/24 :1312 :1334:1356:・H!侃/17:1312 :1334:1356: d.: 1: ~ 出欠を取る日付と時間

.¥: l107/0 

.:¥:! !07/1 
07/29 :1312:1334:1356: d. 

……ー…一日 一一 -i

08/24 15:00 

[?'~Z~'~':'~.'~'.~'~'~":':':""""":""":~'::'".':'] 
ー追加 j 

図12:出欠記録ウインドウ

授業を登録した後、初めてこの機能を使うと、出欠記録ウインドウの左側「出欠を取るJリストに、
今日から半期終了までの授業のある曜日、授業時間に対応した日時がムマーク付きで表示される。

ムマークは出欠を取る、取らないの記録未決定の状態であるo もし、その中のどれかの日時には授業

が無く、出欠を取る必要が無い場合、その日時の行をクリックすると、 「出欠を取らないJリストに今
選んだ日時が移動されるo 逆の操作も可能で、 「出欠を取らないjリストから「出欠を取るjリストへ

移動させたい場合もクリックで選択して行なう。

選択終了後、 「出欠決定jボタンを押すと「出欠を取るjリストにあるムマークの日時に出欠を取る

事が決定し、記録未決定状態のムマークから記録待機状態のOマークに変わる。逆に、 「出欠を取らな

いjリストにあるOマークの日時の出欠予定は取り消され、記録待機状態のOマークから記録未決定状

態のムマークに変わる。出欠記録を取っている最中の時は記録途中状態のOマークに変わる。指定の日

時に出欠記録を取り終えたら記録済状態の.マークに変わる r出欠を取らないJ1)ストにある.マー
クの日時の出欠は、出欠回数に含めないものとする。

もし、リストに表示された日時以外の時間に出欠を取りたい時は、出欠記録ウインドウの右側にある

テキストに出欠を取りたい日時を入力する。入力は、 「月/日 時:分 jの形式で入力する。正しく入

力すると、入力テキストの下の三つの欄からなるテキストに、 l度目(入力した日時の 15分前)、 2

度目(入力した日時)、 3度目(入力した日時の 15分後)の時間が表示される。これで良ければ「追

加jボタンを押す。そうすると「出欠を取るjリストにムマークで追加され、 「出欠決定」ボタンでO
マークに変えるo

3度の出欠時間のいずれかにアイドルタイムが一定時間(ここでは 30分とした)以内でログインし

ていた場合に、学生は出席していたものとしてカウントされる。

「出欠席管理jのプルダウンメニューの中の I出欠状況確認jで出欠消の記録の一覧を参!!引u米る O
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3.4 掲示板処理

m示板処理機能は、当該授業の全受抗生に付してj11不を行なう臼メインウインドウの「柑示仮処理j
をクリ yクする引により、図 13に示すウインドウがポップア yプされる O

jg示したいファイルを右上段の

カレントディレクトリ内ファイル

一覧表示リストからマウスクリ y

クで選択してファイル内容を左側

のテキストに表示し、掲示内容を

確認し、最後に「掲示する」ボタ

ンを押して完了となる。掲示物の

数に制限はない。

右下段のリストには過去の掲示

ファイル名が番号付きで表示さ

れ、選択すると、その内容を確か

める事が可能である。また、必要

の無くなった掲示を「掲示削除J
ボタンで削除する事も出来る。

操作は「レポー ト課題提示j機

能とほとんど同じである。

3.5 個人メール

3.5.1 メール送信

*ホ.........Keiji -1 ......ホ事事

これは掲示用のテストフ 7イルです。

図 13:掲示板処理ウインドウ

メール送信機能は、当該授業に登録されている任意の学生に対してメールの送信を行なう。メインウイ

ンドウの「個人メールjをクリックし、プルダウンメニューの中から「メール送信Jを選択する事によ
り、図 14に示すウインドウがポップアップされる。

右上のカレントディレクトリ内ファイル一覧リストから送信したいメールファイルをマウスクリック

で選択する。そして、右中の当該授業に登録されている全学生一覧リストから登録学生の中でそのメー

ルを送りたい学生をマウスクリックで選択する。そうすると、右下のメール送信対象学生一覧リストに

追加表示される。送信対象学生一覧リスト上で学生をマウスクリックすると、選択したその送信対象学

生は リストから削除され、送信対象から外れる。 r学生オールク リアjボタンをクリックすると、その
時点での送信対象学生全員が送信対象から外れる。再度「学生オールクリアjボタンをクリックすると、

登録学生全員が送信対象学生となる。右中下の学生一覧表示リストのログイン名の左隣にあるOxは、
その学生が現在ローカルネット上にログイン中かどうかを示すものである。

以上のように右側の3つのリストによって、送信したいファイルと送信対象学生を選択後、送信ボタ

ンを押すと、図 15に示す確認ウインドウがポップアップされ、そこで送信方法を決定する。送信方法に

は「送信Jr画面表示Jr画面表示+送信jの3つが用意されている。
f画面表示jは即座に送信対象学生の使用端末のディスプレイに指定したメールの内容を表示したウイ
ンドウをポップアップさせる。例えば授業中に別の部屋にいる任意の学生にメッセージを送りたい場合

などで便利である。しかし、送信対象学生でリストに×印の付いているユーザ、他のユーザのシェル上

からログインしているユーザ、 O印が付いていても 当学科の 2οο、211、411、207号室以外の端末を使
用しているユーザ(これも、現在は当学科用にセ ットされており、移植する時には変更が必要となる)

などに対して行なっても画而表示はきれない。
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mail-l 

傘傘寺拳事例ail-)参事場*本

これはメール用のテストフ 7イルです。

図 14:メール送信 ウインドウ

3.5.2 メール受信

メール受信機能は、当該授

業に登録されている任意の学

生から送られたメールの参照

を行なう 。メインウインドウ

の「個人メールjをクリック

し、プルダウンメニューの中

から「メール受信jを選択す

る事により、図 16に示すウイ

ンドウカfポップアップされる O

但し、学生からのメ ールが届

いてない場合はポップアップ

せず、その旨を示すダイアロ

グが現れる。

右側の受信メール表示リス

ト(メールを送信した学生の

名前が表示)から、処理対象
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i情報工学演習人第一|

o i9413 上松裕
o i9807 井田俊博
o i9809 伊原康朗
o i9815 江守有希
o i9816 大熊春喜
o i9819 岡宮敬
o i9828 河辺貞行
o i9831 小林久二和
o i9840 津崎将典
o staff 学生モニタ}用

図 15:メール送信確認ウインドウ

空7 己kJ

図 16:メール受信ウインドウ

となるメールをマウスクリ ッ

クで選択すると選択メ ールの内容と受信 日時が確認出来る。ポップアップ直後は自動的に未参照で一番

古いメ ールについての情報が表示 される。必要の無くな ったメ ールは「メ ール削除Jボタンを押す事で
削除され、メールを保存したい場合は「メールコピ ーjボタンを押す事で教官所有のフ ァイルとして保

存される。
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3.6 成績評価

成績評価機能は、成績一覧の参!!官、試験と総合成績の採点、成績一覧のrIJ¥I;lj.保存を行なう。メイン

ウインドウの「成績jをクリ yクする事により、図 17に示すウインドウがポップアップされる。

i9801 
i9802 
i9803 
i9804 
i9805 
i9806 
i9807 
i9808 
i9809 
i9810 
i9811 
i9812 
i9813 
i9814 
i9815 
i9816 

J-z 

i
!
;・5
2
2
E
E
i
j
-
i
E
-
i
-
j
i
-
-
i
-
i
E

-叶

.HE
 

甲州駒山帆--町一-明柄市町一一一明峨-一一品明傾向叫叩由、~

‘J … ……一一一-

図 17:成績一覧ウインドウ

左上のテキストには対象としている授業名が表示され、中央のリストには対象授業に登録されている

全受講生の成績一覧が表示される。全登録学生のログイン名、本名、出欠回数(全出欠数中何回出席し

たか)、課題ごとのレポート評価点(同一課題に複数提出した学生に対してはそのうちの MAX)、試

験成績点(15固までの試験の採点が可能)、最終的な総合評価(優、良、可、不可とそれらの表示に

対応した点数)が学生一人ごとに一行ずつリスト表示される。

出欠回数は出欠時間の記録が一度もない場合、レポート評価点は一つの課題も提示していない場合に

は表示されない。試験成績点は l個(試験 1)は常に表示されるが、残りの 14個は誰か一人にでも採点

した場合にのみ表示されるようになる。但し、出欠回数の更新は「出欠状況確認jウインドウのポップ

アップ時に行なわれる。また、レポート評価で未採点(提出済)の場合は f+J、未提出の場合は「一」、
試験・総合成績で未採点、の場合は f-Jで表示している。
学生をマ ウスクリックで選択すると、図 18に示すウインドウがポップアップされる。ここで、試験成

績と総合成績の採点を行なう。試験・総合成績点を入力するテキストをリターンした場合にそれぞれの

成績が採点され、総合評価は総合成績点を保点した時にその点数に応じて白動的に評価され、成績 ー覧

ウインドウ(図 17)の総合評価欄に「優・良・可・不可jで表示される 10

必要であるならば「保存Jボタンを選択すると現在の成績一覧を教官所有のファイルとして保存する
事が出来る。また、 「印刷jボタンを選択すると図 19に示すウインドウがポップアップされ、成績一覧

を印刷出来る。印刷場所は端末室名で指定されており、各端末室にあるレーザープリンター (EPSON
LDP-91ο0) に印刷される(これも、移植する時には変更が必要となる)。印刷しでも保存はきれなし、。

学生モニター用に追加登録した担当教官は、保存したファイル中には含まれるが、印刷した用紙には含

まれなし」 印刷・保存した場合は全登録学生の平均点(課題ごとのレポー ト評価点、試験成績点)が一

覧の最後に追加表示される。

I1憂:80以上、良:66以上、可:60以上、不可:60未満
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試験成績の採点

[I7'(:: ，Ï6~: ""' II 

Ir----/r--、Ir---- .lf引

[C"::::::- [1 

総合成績の採点

仁己

図 18:成績採点ウインドウ 図 10:成績一覧印刷ウインドウ

3.7 ヘルプ

初期ウインドウのみならず、ポ ップア ップされるほとんどのウインドウに「ヘルプjボタンがある。

クリックすると、そのウインドウの使用方法などの説明が書かれたウインドウがポップアップし、ユー

ザの手助けとなる。

ヘルプ機能は、次章で説明する「学生用 システムJのポップア ップされるほとんどのウインドウにも

付いている。
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4 学生用システム

学生が本システムを起動すると図 20に示す初期ウインドウがポップアップされる。

議

レポート処理掲示板参照個人メール終了 ヘルプ

対象授業名

帰証手踊A第一
i闘嘗聾聾闘酋箇箇箇箇箇箇i 士

叩
同
ロ限

内
《
U

フ

日

ツ

曜

-

タ

水

-ス
第

-
-
w
u

通

A
名
位
町
個
個
A
J

習
官
単
H
1
1
数

漬
教
工

、数
数
ル

学
当
修
期
題
示
一

工
担
必
前
課
掲
メ

報主月

はごとここ 二ごコ 三:ごここ:て二:二ご:rrr??7~~コ

図 20:学生用システムのメインウインドウ

大体の操作や内容は教官用と同じである。学生は左側のリストから対象とする授業を教官用システム

同様にマウスクリックによって選択する事で「レポート処理Jr掲示板参照Jr個人メ ールjの各機能
を使用する事が出来る。しかし、自分が登録されている授業が一つも無い場合は、初期ウインドウはポッ

プアップせず、その旨を知らせるメッセージをシェル上に出力する。

4.1 レポート処理

4.1.1 レポート提出

レポート提出機能は、教官から提示された課題を確認し、レポートの提出を行なう O メインウインド

ウの「レポート処理jを選択する事により、図 21に示すウインドウがポ ップアッ プされる。但し、教官

が課題を提示していない場合はポップアップせず、その旨を示すダイアログが現れる O

上半分で教官から提示された課題を確認する。下半分でレポー トを提出する。

上半分右側のリストには教官が提示した課題の一覧が表示され、上半分左11[1Jのテキ ストには選択した
レポート課題の内容、提示日、締切日が表示される。ポップアップ直後は自動的に一番最近に提示され

た課題についての情報が表示される。提出するレポー トを選択する前に、ここでレポー トを提出する課

題を決定するO

下半分右側のカレントディレクトリ内ファイル一覧表示リストで提出したいファイルをマウスクリッ

クで選択し、提出ボタンを押して完了となる。提出期限が守られたか、他人のファイルを提出していな

いかのチェックはここで行なう 。 また、教官用同様に一番下のコマンドラインテキストでコマンド実行

(ktenllを立ち上げ、その上で実行する)が出来るため、ファイルの編集なども可能である。但し、学

生用にはシステムがコマンドを用意していないため各ユーザがコマンドを打ち込む必要がある。
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レポート;塁 ;~L ~去提出 レポー ト 確認終了 ヘルプ

授業名(情報-工学演習A第±

課題名正一日記与 提示日

号操示一一一一

:三;;;
訟とここここ二ごごこごこここご二二ココエー…一一目白山町一~....，...，.".:~京 1 ・ー ・・.............J主

将rre/sl/再再/i9'ぷ存M 山 一 ご三三--

図 21:レポー ト提出ウインドウ

4.1.2 過去提出レポート確認

過去提出 レポー ト確認機能は、今迄に提出したレポー トの確認を行なう 。レポー ト提出ウインドウ (図

21)のメニューパーにある過去提出 レポー ト確認ボタンをクリ ックする事により 、下半分が図 22に示す

フォ ームに変わる。

課題名 !report-l …締切日;市抗8/31
提出ファイル ーendJep:心 " 、提出日 (16WMK

芯fx・1:2 符

:11優 2:5end四 p3.f H 
:!! - 2:t.5凶.f H 
:1!63点 3:z_binary.f ~ ~ 

図 22:過去に提出したレポー トの確認
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イバ!!IJ のリストにノ?j与に ~X: LI'， したレ ポー ト ファイル字l カ ~~ ~~:Jü iff 日イナき で衣 iJ~ さ れ、ん :i!!l J のテキス トに ì'iii

択したü~ IJ'，レ ポー トの諜也名、舵W， ファイ ル名、締切 11 、 ~)lll¥ I ~l 、 フ ァ イル の |λl れが点ぶされる 。 正し

くJjt山されたか、 *ilfVJに間に合っているか等が雌認11'，来るu

ここで、教官がレポー トの評価情報のフィードパ yク

を行なっている課題が存在する なら、イ;側のリス トのそ

の課題に提出したレ ポー トフ ァ イル名の左側IJ に その ' I ';~Í却

が表示される(図 23)。

フィードバックされた情報が IOxJの場合はレポー

...ー.
~，.，、.--..............・.... ...田町、、、.... ，・-内，."....，.................................... '内'.... '0.叫柄、内H旬、、........ ・........................，.

x :l:send_repl.c 
E・E・-・回調副・岨E謁恒a圃圃圃圃圃園
:優:2: send_rep3. f 
- : 2 : tes t3. f 
: 63点:3: z_b inarY'. f 
r. : 
~ ....・トの得点が60点以上か否か、 「優良可jの場合は教官

用システムの成績機能の総合評価(脚注 1を参照)と同

じ、 1，点数jの場合はそのまま点数が表示される。未採
点の場合は I-Jが表示される。

フィードパックされた情報

4.2 掲示板参照

掲示板参照機能は、教官から

掲示された掲示物の参照を行な

う。メインウインドウの「掲示

板参照jをクリックする事によ

り、図 24~こ示すウイン ドウが

ポップアップされる O 但し、教

官が掲示 していない場合はポッ

プアップせず、その旨を示すダ

イアログが現れる。

右側の掲示一覧リストから掲

示物をマウスクリ ックで選択す

ると、左側のテキストに掲示内

容や掲示日時が表示される。

ポップアップ直後は自動的に一

番最近に掲示された掲示物につ

いての情報が表示される。

学生は掲示物の参照を行うの

みで、その掲示物を削除する事

は出来ない。

4.3 個人メール

4.3.1 メール送信

図 23:フィードパックの状態

授業名 !情報工学演習A第一 ~~11 ごとお
掲示物 !keiji-1 掲示日時~1998/08/22 15日6

図 24:掲示板参照ウインドウ

メール送信機能は、 当該授業の担当教官に対してメ ールの送信を行なう 。メインウインドウの「個人

メールJをクリックし、プルダウンメニューの Iゃから「メール送信jを選択する事により、 「メ ール送

信ウインドウjがポ yプアップされる。操作方法は、教官用の「メ ール送信j機能とほぼ同じである。
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4.3.2 メール受信

メール受信機能は、教官から送られたメールの参!!立を行なう O メインウインドウの r11l，j人メールJを
クリックし、プルダウンメニューの中から[メール受信jを選択する事により、 fメール受信ウインド
ウjがポップアップされる。但し、教官からのメールが届いてない場合はポップアップせず、その旨を

示すダイアログが現れる。操作方法は、教官用の「メール受信J機能とほぼ同じである。

5 まとめと考察

本システムはセキュリティー管理も万全で他人にデータを見られる心配も無く、ユーザにとっては簡

単な操作で様々な機能が使用でき、計算機を用いた授業の運営を支援するに相当するシステムになった。

現在、当学科で本システムを利用して頂いている授業もあり、多くの意見が出され、それらについて改

善中である。また、 X-WilldοwOSF /Motifを実装している他の計算機システムへの移植を容易にする

ようにも改善している O

今後の課題は、もっと多くの教官や学生に実際に計算機を用いた授業で本システムを利用してもらい、

本システムの性能評価をしてもらい、教官、学生双方の要望や厳しい意見を取り入れ、さらにより良い

システムへと発展させる事である。

最後に、平成4年度から平成8年度まで本システムの構築に尽力された、田中[5]、関口 [6]、小木曽

lη、中橋[8]の諸兄に対し、敬意と謝意を表します。
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